
高齢者の生きがいと
� 社会参加を応援します

　菊川市社会福祉協議会では、「菊川市における高齢者の生きがい活動支援検討委員会」を
設置し、高齢者の生きがい活動を支援するための取り組みとして、何が求められるのかの検
討を行いましたので御報告します。

昨年開催の市老連グラウンドゴルフ大会
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ホームページ http://www.kiku-syakyou.or.jp/
社協（社会福祉協議会）は、みなさんと共に

「安心していきいき暮らせるまち」を考え、推進する民間団体です。

社会福祉法人　菊川市社会福祉協議会
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１　
は
じ
め
に

１　
は
じ
め
に

　
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
は
、
地
域
を
基
盤
と
す
る
高
齢
者
の
自

主
的
な
組
織
で
、
仲
間
づ
く
り
を
通
し
て
、
生
き
が
い
と
健

康
づ
く
り
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
楽
し
い
活
動
を
行
う
と
と

も
に
、
そ
の
知
識
や
経
験
を
生
か
し
て
、
地
域
の
諸
団
体
と

共
同
し
、
地
域
を
豊
か
に
す
る
社
会
活
動
の
取
り
組
み
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
高
齢
者
人
口
が
増
え
て
い
る
の
と
対
照
的

に
、「
老
人
ク
ラ
ブ
」
の
会
員
が
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
。
静
岡
県
内
で
も
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
３
割
以
上
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
菊
川
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と

し
て
も
新
規
会
員
の
獲
得
に
向
け
て
様
々
な
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
減
少
に
歯
止
め
が
効
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
菊
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
「
本
会
」
と
い

う
）
で
は
平
成
20
年
度
よ
り
高
齢
者
の
交
流
の
場
が
欲
し
い

と
い
う
地
域
の
ニ
ー
ズ
か
ら
、「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ

ン
」
づ
く
り
を
地
域
住
民
と
一
緒
に
取
り
組
み
、
現
在
で
は

市
内
に
30
近
い
「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
サ
ロ
ン
」
を
誕
生
さ
せ

て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
や
「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ

ン
」
の
よ
う
に
地
域
活
動
へ
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活

満
足
度
の
向
上
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
不
安
の
軽
減
、
気
持
ち

に
張
り
が
も
て
る
と
い
う
こ
と
が
、
平
成
23
年
度
に
実
施
し

た
「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
生
活
実
態
及
び
意
識
調
査
」

の
分
析
結
果
に
も
表
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
本
会
で
は
、「
菊
川
市
に
お
け
る
高
齢
者
の

生
き
が
い
活
動
支
援
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
高
齢
者
の

生
き
が
い
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
何

が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
の
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

２　
検
討
の
経
過

２　
検
討
の
経
過

（
１
）
団
体
の
特
徴

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
活
動
の
取
り
組
み
に
は
、
様
々
な
形

態
の
も
の
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
後
期
高
齢
者
が

主
に
参
加
し
て
い
る
伝
統
的
な
老
人
ク
ラ
ブ
の
他
に
、
前
期

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
活
動
も
市
内
に
は
生
ま
れ
て
き
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
特
徴
を
左
記
の
図
に
整
理
す
る
と
、

伝
統
的
な
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
は
農
村
部
に
比
較
的
多
く
、
市

街
地
で
は
従
来
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
で
は
な
く
、
ふ
れ
あ
い

い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
あ
っ
た
り
、
団
塊
の
世
代
が
新
た
な
生

き
が
い
活
動
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
活
動
の
特
徴
や
地
域
性

を
加
味
し
て
生
き
が
い
活
動
支
援
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

（
２
）
老
人
ク
ラ
ブ
と
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動

　

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
目
的
は
、
高
齢
者
が
喜
び
や
生
き
が

い
を
共
有
し
、
健
康
で
い
き
い
き
と
生
活
す
る
こ
と
が
１
つ

で
す
が
、
そ
の
中
で
も
、
皆
が
楽
し
め
る
活
動
、
高
齢
者
同

士
の
つ
な
が
り
を
作
る
活
動
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
や
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
え
て
い
る
中
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
生
き
が

い
を
感
じ
、
こ
の
よ
う
な

志
を
持
っ
た
方
々
が
、
自

ら
居
住
す
る
地
域
で
行
う

活
動
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

≪図≫

① 共通する目的 ： つながり、見守り 
② 主催者の年齢 ： 農村部方向に大、市街地方向に小 
③ 参加自由度（参加してもしなくてもいい度合い） ： 非老人クラブ型方向に大、

老人クラブ型方向に小 

中嶺田 
醇厚会 

加 茂 
ゆうゆうサロン

六 郷 
ろくごうの集い 

中嶺田 
福々会 

 
 
 
 

 
 
 

〔社会参加・社会貢献志向〕 

〔健康・介護予防・世代間交流〕 〔交流・心の健康〕

〔懇親・レクリエーション〕 

Ⅰ群 Ⅱ群

Ⅲ群 Ⅳ群

農村部 ← 地 域 → 市街地 

団塊世代が核とな
った新しい活動 

近くで気軽に集まれる
会で、同地区、中嶺田醇
厚会と共存 

伝統的な老人
クラブ活動 

地域サポーターが
中心として活動 

ふれあい いきいきサロン 老人クラブ　健康ウォーキング
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（
３
）
老
人
ク
ラ
ブ
を
取
り
巻
く
環
境
変
化

　

以
前
は
、
農
業
従
事
者
や
自
営
業
の
方
が
多
く
、「
老
人

ク
ラ
ブ
」
に
入
る
こ
と
が
当
た
り
前
と
思
わ
れ
て
い
た
時
代

で
し
た
。
そ
の
頃
は
近
隣
の
繋
が
り
も
強
く
、
顔
が
見
え
る

関
係
が
地
域
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
社
へ
働
き
に
出
る
人
が
多
く
な
り
、
近
隣
と

の
付
き
合
い
も
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
価
値
観

の
多
様
化
に
よ
り
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
に
参
加
す
る
よ
り
も
、

自
分
の
趣
味
の
活
動
を
す
る
方
が
よ
い
と
考
え
る
人
が
多
く

な
っ
た
た
め
、「
老
人
ク
ラ
ブ
」
の
会
員
が
増
え
ず
、
会
員

も
高
齢
化
の
た
め
役
員
の
な
り
手
が
い
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
活
動
を
行
っ

て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
て
活
動
を

活
性
化
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
も
伝
統
的
な
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

は
、
そ
の
活
動
が
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
そ

の
良
さ
を
生
か
し
た
活
動
を
し
て
い
き
、「
老
人
ク
ラ
ブ
」

が
な
い
地
域
で
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
活
動
を
支
援
す
る

た
め
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

（４）求められる取り組みとして 

地域への呼びかけ 

・組織を活性化するための新会員の受け入れ（クラブに参加しやすい取り組み） 
・地域全体の他の様々な地域資源、地域にいる人々の能力の活用 
・老人クラブだけでは対応できない活動の企画、実施（見守り活動等） 
・老人クラブ、ふれあいいきいきサロンが設置されていない地区への呼びかけ 

 
 
 
                  

 
 
 

社会福祉協議会 行政 
・活動に対する情報の提供、相談、援助 
・サロン交流会の開催 
・活動メニューに対する相談支援 
（講師等の派遣） 
・活動費に対する助成 
・地域サポーターの支援、養成 
・老人クラブ、ふれあいいきいきサロンが
設置されていない地区への呼びかけや設置
の誘導 

・各種出前講座の開催 
・情報提供、相談、援助 
・活動費に対する助成 

 

各地区の地域福祉推進基礎組織（地区社会福祉協議会）の中で協議し、地域の老人ク
ラブ、ふれあいいきいきサロンを共存させ発展させていきます。 

さらに、地域のニーズを把握し、
地域に関わってもらう 

求められる支援内容  
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「大石蓮友会」の仲間と楽しく
� 充実した日々を過ごしています

Ｑ大石蓮友会の活動について教えてください。
　老人クラブという名前を変えて「大石蓮友会」としました。名前の由来は昔、小菊荘の辺りには
大きな池があって、そこに沢山の蓮の花が咲いていたので蓮の文字をとって「大石蓮友会」と相談
して決めました。3年目になり、会員は50名くらいです。
　市の老人クラブ連合会の活動は総会や芸能祭、輪投げ大会、グラウンドゴルフ大会は必ず参加し
ています。　　　　　　
　「大石蓮友会」の活動は、毎週火曜日の午前中にグラウンドゴルフを小菊荘のグラウンドで練習
しています。「大石蓮友会」だけのグラウンドゴルフ大会も開催しています。毎回25人位参加して
います。日帰り旅行やお風呂へ行ったり、2ヶ月に１回会食会を開いたり、カラオケや雑談をした
り交流を深めています。忘年会も毎年小菊荘を利用して行っています。小笠地区の祭典へ「大石蓮
友会」として屋台を引かせてもらい参加しています。
Ｑ活動して楽しいことや印象に残っていることがあったら教えてください。
　楽しいことは、グラウンドゴルフ大会です。順位を決めるので楽しみです。
　年１回の日帰り旅行や輪投げ大会で、いい成績をとると次への励みになります。
　小笠地区祭典も小菊荘の信号機から大石の公民館までは「大石蓮友会」が１時間使用出来る時間
があるので、会員が屋台を引っ張り祭典を楽しんでいます。若い頃を思い出して、太鼓も会員が叩
き大いに楽しんでいます。
Ｑ趣味や楽しみなことは何ですか。
　やっぱりグラウンドゴルフですね。カラオケも大好きで以前は週1で先生について勉強していま
した。嶺田カラオケというグループをつくり、年４回発表会があります。中嶺田公民館と東嶺田公
民館を交互に利用してやっています。今度の発表会では♪望郷わらべ歌♪を歌います。自分の子ど
もの頃やおふくろの事を思い出しながら歌います。
　今ボケ予防で、はまっているのが“ナンプレ”です。百均で安く買えて楽しめますよ。
Ｑこれからの目標や、やってみたいことがあったら教えてください。
　昨年11月に市民功労賞を市長からいただきました。
　私の孫が小学校１年の時、自宅前で交通事故にあいました。当時は歩道もなく大変危険でしたの
で私はそれから毎朝、交差点に立ち旗振りを始めました。それから21年間毎朝続けています。私が
立っていると運転手さんも気をつけようとしますし、子ども達も気をつけてくれます。始めた当
時、大石の地区に３グループありましたが、今は南北分かれて、大石では１グループになり園児、
児童16名の子ども達を見守っています。最初の頃の子どもさんはもうお父さんになっている人もい

ます。これからも私の身体が続く限りはやりたいと思いま
す。

渡邊　昇治さん（大石）
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笑顔、輝いてます　－第２2回－

※皆さんのお近くで笑顔輝いている方がいましたら社協へご紹介ください。



軽費老人ホーム　和　松　園
和松園てどんな所？　　　　　　　　

　家庭環境や住宅事情等の理由により、家で生活することが
困難な60歳位以上の方が、低額な料金で利用し、健康で明る
い生活を送ることを目的とする施設です。（定員は60名です） 
　和松園では、寝たきりや認知症を防止し、いきいきとした
人生を送るためのお手伝いをしています。

入居にかかる費用って？　　　　　　

　入居にかかるお金は３種類あります。 
①老人福祉法により、毎年算定する利用料 （1ヶ月60,210円～

収入により変わります）
②居室のエアコン利用料 
③お部屋で使われるテレビや冷蔵庫等の電気料 
※これ以外の費用は、施設の中ではかかりません。 

　　　　和松園では	和松園では	 ・居住の確保 ・居住の確保 
・包括的な支援 ・包括的な支援 
・認知症介護予防・認知症介護予防
　　の　　の３本柱により展開しています３本柱により展開しています

♥入居されている方、お一人おひとりがいつまでもここでの生活を続けることが出来るように
　和松園は下記のようなお手伝いをしています。

 

 

 
  

  
  

  

 

 

 

 
 

  
 

 

  

 
  

 

 

ホームヘルプ

デイサービス

ホームヘルプ

デイサービス

ＰＰＫ活動

包括的支援利用調整 園内行事

地域への出前

コーラス カラオケ

陶芸 パッチワーク

ちぎり絵 習字

御詠歌 りふぉーむ

ゲートボール

グラウンドゴルフ

生きがい講座利用者

アセスメント
個別支援計画

一人ひとりがその人らしい 
人生をおくることができるように… 

健康指導

栄養指導

通院支援

健康診断

頭の健康診断

フットケア

口腔健診

和松園の支援

健康管理

【お問い合わせ先】
軽費老人ホーム　和　松　園
　住所：菊川市棚草1258
　電話：７３－3741
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施設や団体の紹介コーナー



厚生労働大臣賞受賞おめでとうございます
　東日本大震災おける被災者の支援活動に対する厚生労働大臣感謝状伝達式が県庁本館で
ありました。

　受賞団体　小笠東地区コミュニティ協議会

　小笠東地区コミュニティ協議会は、東日本
大震災において孤立した状況にあった宮城県
気仙沼市大島への義援金や支援物資提供の支
援を平成23年4月から平成24年12月にかけて
継続的に行ったことに対して厚生労働大臣か
らの感謝状を授与されました。
　地区のみなさまに義援金や支援物資提供の
協力を呼びかけ、支援物資を搬送される等中心的な役割をされた地域サポーター部会「そ
んだもんで東」をはじめ、ボランティアサロン、小笠東小学校、岳洋中学校野球部、母親
クラブ（ヤングリーフ）等、小笠東地区の住民が一体となって支援活動を行いました。

菊川市社会福祉協議会では福祉用具の貸出を行っています
　福祉用具を必要とされる方は、社会福祉協議会へお問い合わせください。� ☎35-3724
　昨年度年間利用実績をお知らせします。

菊川市老人クラブ連合会総会が開催されました
　４月24日に中央公民館で開催され、菊川市長をはじめ７名の御来賓の皆さまに御出席を
いただきました。
　80名の会員が出席しました。
　事業計画の中には、24年度に好評だった「ペタボード大会」、友愛訪問を兼ねた「料理
教室」、「健康ウォーキング」に加え、今年度は「レクリエーションダンス」を新たに加
え、盛りだくさんの楽しい事業を計画しました。

お仲間を誘い合ってぜひご加入ください。
問合せ先：菊川市老人クラブ連合会事務局
　　　　　菊川市社会福祉協議会　地域福祉係
　　　　　☎35－3724

会員を
募集

してい
ます。

貸　与　機　種
貸 付 台 数
平成24年度

介護用ベッド 13台
車椅子 139台
リクライニング車椅子 ０台
シャワーチェアー ７脚
浴槽内イス ５脚

貸　与　機　種
貸 付 台 数
平成24年度

浴槽手すり ６台
歩行器 １台
四点杖 ７本
ポータブルトイレ 20台
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「みなさまへのご報告」

子育て相談　火～土曜日　８：15～17：00　子育て支援センター☎37-1135　小笠児童館☎73-5698



「福々会」
　福々会は、中嶺田自治会の80歳以上の方たちが集まるサロンです。毎月第３土曜日に中嶺田公民館で開催
しています。「集まれる場をつくってほしい。」という高齢者の声がきっかけとなり、福々会が誕生しました。
平成15年７月にスタートし、今年で10年目を迎えています。
　音楽に合わせての体操や、脳トレのようなゲームや、日帰
り旅行などで、毎回楽しい時間を過ごしています。みんなで
ハンドベルを練習して、敬老会で披露したこともあります。
みんなでやりたいことを出し合って、サロンの内容を決めて
います。
　福々会は、のんびりとした、笑顔がいっぱいのサロンで
す。中嶺田の高齢者は、心も身体も元気はつらつです。
 問合せ先 　ボランティアセンター　☎３５－６３８５

ボランティア活動をしている方たちのお話を聞いたり、ボランティア体験をしてみませんか？

 開催期間 　　平成26年３月31日まで
 対　　象 　　子どもや大人の集まり（自治会、コミュニティ協議会、子ども会、ボランティアクラブなど）
 開催費用 　　無料
 内　　容 　　講話
　　　　　　　ボランティア活動体験（点訳、要約筆記、音訳、視覚障がい者サポート、車イスサポートなど）
 開催時間 　　１回２時間（単発講座）
　　　　　　　原則平日９：30から17：00の間、ただし講師との調整が可能であれば、夜間休日の対応も可能。
 会　　場 　　地区センター、自治会公会堂など（依頼元で御手配願います。）
 申込・問合せ先 　ボランティアセンター　☎３５－６３８５　FAX ３５－３２０２

 ①病院ボランティア 
　来院された方の受付支援を行うボランティアです。
 活動内容 　受付案内及び代筆
 活動日時 　平日の午前中
 活動場所 　菊川市立総合病院
 募集対象 　一般
※病院ボランティア“星”に所属をして活動してい

ただきます。

 ③イベント助っ人ボランティア 
　社会福祉施設やボランティアグループが行うイベ
ントの際のボランティアです。
 活動内容 　イベント開催時のお手伝い
 活動日時 　不定期
 活動場所 　不定
 募集対象 　一般、学生

 ②施設訪問ボランティア 
　高齢者施設などに出向き、皆さんに楽しんでいた
だくボランティアです。
 活動内容 　演奏、コーラス、レクリエーション、

ダンス、手工芸指導など
 活動日時 　不定期（調整の上、決定します。）
 活動場所 　不定（調整の上、決定します。）
 募集対象 　個人、グループ

ボランティアの輪・和・話（三つの“わ”）

「ボランティア体験講座～出前編～」

求むボランティアさん 問合せ先　ボランティアセンター　☎３５－６３８５

7

ボランティアの広場

ボランティア相談　月～金曜日　８：15～17：00　プラザけやき☎35-6385



精神障がい理解普及啓発交流事業「ふれあい企画」参加者募集
　障がいをお持ちの方と一緒に、東名菊川インターチェンジ前の花壇をレンガなどで飾る作業や昼食作りを行
います。参加をお待ちしています。

【日　時】　平成25年６月２日（日）　9：00～12：30
【会　場】　プラザけやき　２０１会議室　他
【対　象】　学生（高校生を中心）
【定　員】　20名（先着順）
【参加費】　無　料
【問合せ・申込先】５月20日〆切

菊川市社会福祉協議会　地域福祉係　後藤まで　☎３５－３７２４　FAX３５－３２０２
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Eメール  chiiki@kiku-syakyou.or.jp
※FAX・メールでのお申し込みは、｢ふれあい企画申込み」と明記の上、学校名、学年、氏名、連絡先をご記入ください。

福祉有償運送運転者・セダン等運転者講習会
　国土交通大臣認定の講習を行い、福祉有償運送運転者及びセダン等運転者を養成します。
【主　催】　菊川市社会福祉協議会
【日　時】　第１日目：平成25年６月11日(火)　9：30～15：50
　　　　　第２日目：平成25年６月12日(水)　9：00～15：20
　　　　　※２日間とも受講が必要です。
【内　容】　講義、実技等
【会　場】　第１日目：菊川市総合保健福祉センター プラザけやき　
　　　　　第２日目：特別養護老人ホーム松秀園、菊川綜合自動車学校
【対　象】　・第一種運転免許を所持し、これから福祉有償運送の運転者として従事しようとする方
　　　　  ・道路運送法第78条の許可を受ける訪問介護事業所の訪問介護員等の方
【定　員】　21名（先着順）
【参加費】　３，０００円
【申込先】　菊川市社会福祉協議会　受講申込書に必要事項を記入し、ファクシミリまたは電子メールでお申し込みください。
　　　　　受講申込書は、本会ホームページ（http://www.kiku-syakyou.or.jp/）からダウンロードできます。

●レクリエーション用具
　レクリエーション用具の貸出しを行っています。地域や福祉施設での集いや学校行事など皆さんが集まる際
にぜひご利用ください。

【対 象 者】　市内在住・在勤者で構成される組織や団体または個人、福祉施設、教
育機関など

【貸出機器】　軽スポーツ用具、テーブルゲームなど
【申込方法】　利用予定日の３日前までに申込書に記入のうえ、直接またはFAXで

社会福祉協議会へ申し込んでください。
　　　　　　　※事前に電話で予約状況をご確認ください。

【そ の 他】　利用料は無料。貸出期間は１週間以内です。用具は原則室内でご利用ください。
【問合せ・申込先】　菊川市社会福祉協議会　地域福祉係　☎３５－３７２４　ＦＡＸ ３５－３２０２

福祉総合相談
 日時 　月～金曜日　８：１５ ～ １７：００

心配ごと相談
 日時 　 ６ 月 ３日（月）  ９：００ ～ １２：００
　　　　 ６ 月１７日（月）１３：００ ～ １６：００
 会場 　プラザけやき
 日時 　 ６ 月 ５日（水）１３：００ ～ １６：００
　　　　 ６ 月２０日（木）  ９：００ ～ １２：００
 会場 　菊川市役所　小笠支所

結婚相談� ※初めての方は写真と印鑑をご持参ください。
 日時 　
６ 月 ７日（金）１８：００ ～ ２１：００（受付２０：００まで）
６ 月１６日（日）  ９：００ ～ １２：００（受付１１：００まで）
 会場 　プラザけやき

ひきこもり、不登校無料相談会
 日時 　 ６ 月３日（月）・１７日（月）１３：００ ～ １６：００
 会場 　菊川児童館（プラザけやき ２ 階）
 予約電話 　090－1476－3233

ご 参 加 く だ さ い

貸出事業をご利用ください

8この広報誌は赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。

参加者募集　各種事業
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